
北杜市地域再生計画について（北の杜フードバレープロジェクト） 

 北杜市は、農業や観光を基幹産業としているが、高齢化率が平成２８年に
おいて35.7％となっており、今後、少子・高齢化を起因とする農業分野での
担い手不足が懸念され、耕作放棄地の増大防止など地域農業の活性化策
や、地域の新たな担い手として「農」や「食」を通じて市の魅力を発信し、都
市部からの子育て世代の移住・定住推進が喫緊の課題である。 

 市としては、地域活性化のため新規就農者の支援、営農組織の法人化、
企業型農業法人の参入誘致など積極的に取り組んできており、一定の成
果は出ていると考えているが、なお一層の地域農業の活性化を促進するた
め、合併１０周年時に「安全・安心 日本の台所 北杜市」宣言を行い、日本
のフードバレーとなるため、「地産地消」はもとより、全国や海外までも視野
に入れた「地産全消」を目指すこととした。 

 平成２８年には、「日本の台所宣言」の基となったフードバレー構想構築の
ため、地方創生加速化交付金の事業採択を受け、農業分野での多彩なプ
レーヤーを有機的に繋げる「北の杜フードバレー構築プロジェクト事業」を
実施することとし、北杜市フードバレー協議会による活性化事業の実施も可
能な状態となった。 

 このため、「地方創生応援税制」を活用し、北杜市フードバレー協議会の
運営経費を確保するため、「北杜市地域再生計画（北の杜フードバレープロ
ジェクト）」を策定し、平成29年11月7日に認定された。  
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